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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素濃度の処理対象である変換対象画素の周辺画素の画素濃度を平均した値を前記変換対
象画素ごとに求め、当該平均値により決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値
を前記変換対象画素ごとの図形上限濃度値とするステップ１と、
　前記変換対象画素の濃度値を前記ステップ１で求めた前記図形上限濃度値と比較するス
テップ２と、
　前記ステップ２で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記図形上限濃度
値より大きいときは、前記変換対象画素の濃度値を前記変換対象画素の周辺画素の画素濃
度の平均値から決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値に変換するステップ３
からなる画像処理方法。
【請求項２】
画素濃度の処理対象である変換対象画素の周辺画素の画素濃度を平均した値を前記変換対
象画素ごとに求め、当該平均値により決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値
を前記変換対象画素ごとの図形上限濃度値とするステップ１と、
　前記変換対象画素の濃度値を前記ステップ１で求めた前記図形上限濃度値と比較するス
テップ２と、
　前記ステップ２で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記図形上限濃度
値より大きいときは、前記変換対象画素の濃度値を前記変換対象画素の周辺画素の画素濃
度の平均値から決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値に変換するステップ３
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と、
　前記ステップ２で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記図形上限濃度
値より小さいときは前記変換対象画素の濃度値をそのまま前記変換対象画素の濃度値とし
て決定するステップ４からなる画像処理方法。
【請求項３】
画素濃度の処理対象である変換対象画素を下地として決定する画素濃度範囲の下限値を下
地下限濃度値と固定決定するステップ１と、
　前記変換対象画素の周辺画素の画素濃度を平均した値を前記変換対象画素ごとに求め、
当該平均値により決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値を前記変換対象画素
ごとの図形上限濃度値とするステップ２と、
　前記変換対象画素の濃度値を前記ステップ１で決定した前記下地下限濃度値と比較する
ステップ３と、
　前記変換対象画素の濃度値を前記ステップ２で求めた前記図形上限濃度値と比較するス
テップ４と、
　前記ステップ３で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記下地下限濃度
値より小さいときは前記変換対象画素の濃度値を前記下地下限濃度値に変換するステップ
５と、
　前記ステップ４で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記図形上限濃度
値より大きいときは、前記変換対象画素の濃度値を前記変換対象画素の周辺画素の画素濃
度の平均値から決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値に変換するステップ６
と、
　前記ステップ４で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が前記図形上限濃度
値より小さいときは前記変換対象画素の濃度値をそのまま前記変換対象画素の濃度値とし
て決定するステップ７からなる画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、いわゆるイメージスキャナーまたはディジタルコピア装置の画像入力部に用い
る場合に好適であり、ファクシミリ等にも利用できる画像入力装置に関し、特に濃淡の階
調差の小さな原稿でも明瞭な二値画像を必要とする画像処理方法および画像入力装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
近年コンピューターなどへイメージ情報（画像情報）を入力するために、いわゆるイメー
ジスキャナーと称される画像入力装置が開発されている。かかる装置は、一般的に画像を
ＣＣＤなどの光学情報の電気信号への変換装置を用いてその濃淡の情報を電気信号の強弱
に変換し、これをＡＤ変換器等により数値化し、数値化した画像情報をコンピューターに
入力するものである。コンピューターへ入力された画像情報が利用される用途としては、
画像を電子的な情報として記憶蓄積するいわゆるファイリングや、数値化された画像を解
析して文字コードに変換するいわゆるＯＣＲ（光学的文字認識）などがあるが、濃淡の情
報を数値化しただけのいわゆる多値データーと呼ばれる状態では取り扱う情報の量が膨大
になり記憶媒体の容量が大きくなったり、あるいは処理速度が低下するという問題がある
。そのためかかる画像入力装置においては、画像の濃淡の情報を数値化しさまざまな処理
を行う機能が備わっているものが多い。画像情報を少なくするための一般的な処理は二値
化処理と呼ばれる処理である。二値化処理とはすなわち、数値化した画像情報を一定のレ
ベル以上を白、未満を黒と判定して画像を白と黒との、２つの情報の組み合わせで表現す
る処理である。当然のことながら前記の場合は、濃度が薄い場合に濃度の数値が大きくな
るように設定している場合である。この二値化処理は、画像の濃淡を数値化したの階調の
中間の値たとえば、２５６階調に変換した場合はその中間の値１２８を境として数値の大
きい場合を白、小さい場合を黒と判定して、１つの画素の階調ある情報を白か黒かの情報
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に変換する（この方法を以下単純二値化法という）。このことにより、たとえば一つの画
素が２５６階調で表現される場合、８ビットの情報量が１ビットの情報へと減少する。ま
た画像が写真のような中間の濃度主体の場合、前記のように中間の値で白黒の判定を行う
と濃淡の情報が失われてしまう場合には、一定の面積の領域に所定の配置で白と黒が混じ
ったパターンで階調をあらわす、いわゆるディザパターンに変換して濃淡表現が行われて
いる（この方法を以下ディザ法という）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらこのような二値化方法、たとえば単純二値化法では下地の濃度が濃く図形と
下地の濃度差が小さい画像の場合、図６に示すように下地と図形の濃淡値がともに閾値よ
り大きく、図形の画素も下地の画素と同様に白と判定され明瞭な画像を得ることができな
い。また逆に下地の濃度が濃い場合についても同様に、図形も下地もともに黒と判定され
明瞭な画像を得ることができない。特に複写枚数の多い配送伝票等の最下層の紙葉や青焼
き図面などは、下地と図形あるいは文字の濃度差が小さい場合も多く、これらの類の原稿
をイメージスキャナーで読み込む場合には、原稿の濃度に応じて閾値を変え下地と図形が
分離できる閾値条件を設定して読み込みを行わなければならなかった。しかるに大量の原
稿を読み込む場合、一枚ごとに閾値の設定を変更し直すことは読み込み作業の生産性を著
しく阻害し、高速に大量の原稿を処理することができない。
【０００４】
また閾値の設定をやり直すことにより、下地濃度が濃いあるいは薄い場合に図形を明瞭に
読み込むことができたとしても、一枚の原稿のなかで下地の濃度が変化している場合には
、部分的な閾値の設定は可能であっても画像全部を最適な閾値で二値化することはできず
、濃度が濃い下地部分が黒くなったり、濃度が薄い部分の図形が白くなったりして画像全
体にわたって明瞭な二値画像を得ることができない。
【０００５】
さらにディザ法などのように階調性を保存した二値化処理では、図７に示すディザパター
ンの例でも明らかなように、黒い画素と白い画素が交互に繰り返すため画像の圧縮率が悪
く、データーの蓄積、転送には不利である。またディザ法はＯＣＲなどの用途には不向き
で、原稿の下地と図形の濃度差が小さい、あるいは下地と図形の濃度が１枚の原稿のなか
で変化するような場合にも明瞭な二値画像をえる二値化処理方法が求められていた。
【０００６】
本発明はこのような課題に鑑みて創案されたもので、１枚の原稿のなかで下地と図形の濃
度が変化し、さらに下地と図形の濃度差が小さい原稿においても明瞭に図形を抽出し、良
好な二値画像を得ることのできる画像処理方法および画像入力装置を提供することを目的
とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る画像処理方法は、画素濃度の処理対象である変換対象画素の周辺画素の画
素濃度を平均した値を前記変換対象画素ごとに求め、当該平均値により決まる係数を前記
変換対象画素の濃度値にかけた値を前記変換対象画素ごとの図形上限濃度値とするステッ
プ１と、前記変換対象画素の濃度値を前記ステップ１で求めた前記図形上限濃度値と比較
するステップ２と、前記ステップ２で求めた比較結果から、前記変換対象画素の濃度値が
前記図形上限濃度値より大きいときは、前記変換対象画素の濃度値を前記変換対象画素の
周辺画素の画素濃度の平均値から決まる係数を前記変換対象画素の濃度値にかけた値に変
換するステップ３から構成される。
【０００８】
濃度が濃いほうの数値を大きくとった場合においては、最初に濃度の設定範囲の最大値と
各画素の濃度との差を求めることで、濃度が薄い方の数値が大きくなるように、濃度の値
を変換することができる。この計算を行った後、前記した処理を実施することにより濃度
が濃い方の数値が大きい画像においても同様結果を得ることができる。
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【０００９】
本発明にかかる画像処理方法は、互いに隣接する２個または４個の画素を集合画素として
仮想的に１つの単位画素（仮想集合画素）として、その周辺の一定領域の平均濃度を計算
する。つまり、仮想集合画素ごとに周辺画素平均濃度を計算することにより、周辺画素平
均濃度の計算回数を少なくできることを特徴とする。
【００１０】
本発明にかかる画像処理方法は、全画素について各画素の濃度をある濃度より濃いか等し
い場合は白と判定し、薄い場合は黒と判定することを特徴とした。
【００１１】
さらに本発明は画像入力装置において、前記二値化処理を具備することを特徴とした。
【００１２】
また、本発明にかかる二値化処理方法では、注目画素の周辺画素平均濃度の所定割合とし
た図形上限濃度とを設定する。図形上限濃度は周辺画素平均濃度に対して図形として相対
的に下地に対する濃度差を有するレベルに設定される。注目画素の濃度がこの図形上限濃
度よりも低い、すなわち黒い場合は、その注目画素が周辺領域に対して図形である確率が
高いとして、そのままの濃度を保存する。また注目画素の濃度が周辺領域に対して高い、
すなわち白い場合は下地である確率が高いとして、周辺画素平均濃度と白レベルたとえば
８ビットで階調表現している場合においては、２５５を周辺画素平均濃度で割った値（以
下ゲイン値という）を、注目画素の濃度に乗じてその注目画素の濃度とする。かかる処理
を行うことにより、濃度差の小さい画像においてもその濃度差はゲイン値を乗じた値に拡
大され、注目画素が図形である場合には下地と分離して二値化される確率が高くなる。一
方濃度の濃い下地を有する画像においては、注目画素が下地であるときはその濃度が図形
上限濃度より高ければゲイン値を乗じた値に変換され、下地と判定される確率が高くなる
。
【００１３】
かかる処理をすべての画素について逐次行うことにより、下地と図形の濃度差を拡大する
ことができ、かつ下地部分の濃度が白レベルに近い値をとるため課題の下地と画像の濃度
が変化し濃度差の小さい画像であっても明瞭に下地部分と図形部分を分離した二値画像を
得ることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１に本発明の処理の流れを示すフローチャートを、図２には本発明による画像の濃度変
換過程の例を示す図、図３に本発明の実施例のブロック図、図４は周辺領域の平均濃度の
計算方法１を示す図、図５には周辺領域の平均濃度の計算方法２を示す図を示す。
【００１５】
まず図３を参照しながら、画像入力装置における画像の濃度を生成する過程を説明する。
原稿上の画像は、原稿面１から反射した光がレンズ２を通してＣＣＤ３などの光電変換素
子上に結像し、ＣＣＤ３から原稿面上の画像の濃度に応じた電圧信号に変換されて出力さ
れる。画像はＣＣＤ３に配置されたセンサーセルを一つの単位画素として、原稿１とＣＣ
Ｄ３との相対的な移動による走査で格子上に分割され濃度情報として取り扱われる。すな
わち、ＣＣＤ３から出力された電圧信号は、センサーセルの大きさのサイズに分割された
画素の濃淡に対応したものであり、一般的にこの濃度は白くなるにつれ値が大きくなる。
ＣＣＤ３からの出力は、ＡＤ変換器４によりマイクロプロセッサー５で取り扱い可能な数
値データーに変換される。通常この数値データーは８ビットで取り扱われ、ＣＣＤに光が
入射していないレベルを０、反射率の高い原稿の白レベルを２５５として、濃淡の度合い
に応じた数値に変換される。
【００１６】
つぎに図１、図２、図４及び図５を参照しながら、各画素の濃度を白黒の二値データーに
変換する過程を説明する。まず下地濃度下限値を設定し、下地濃度下限値をＤｂｇとする
。次に画像の最も左上の画素（以下第１画素という）を注目画素とし、この画素を中心に



(5) JP 4203636 B2 2009.1.7

10

20

30

40

50

周囲のｎ×ｍ画素の領域を周辺画素として、注目画素が下地の場合は白に、図形の場合は
黒になる確率が高くなるよう、周辺領域の濃度との比較処理を行う。図５に注目画素が左
上の第１画素である場合の、８×８画素の周辺領域の平均濃度の計算方法を示す。最初の
左上の画素については上部と左部の画素がないので、右下のｎ／２画素×ｍ／２画素の領
域以外部分はすべて白レベルすなわち濃度２５５として計算する。すなわち図５において
は注目画素周辺の右側および上側の画素濃度はすべて２５５としている。第１画素の濃度
をＤ１、第１画素を注目画素とした周辺画素濃度を加算平均した値をＤ１ａｖｅとする。
周辺領域の平均加算対象画素のうち、その濃度が別途設定した下地下限濃度Ｄｂｇより小
さければ、その画素の濃度は下地下限濃度の濃度として計算する。
【００１７】
　次に周辺画素平均濃度に対して所定の比率を掛けた値を図形上限濃度Ｄｌｎとする。図
形上限濃度と下地下限濃度の濃度差が画像と下地を分離するために最低必要な濃度差にな
る。注目画素の濃度Ｄ１が図形上限濃度Ｄｌｎより小さければ注目画素の濃度はＤ１のま
ま保存し、注目画素濃度Ｄ１が図形上限濃度Ｄｌｎより大きければ、Ｄ１に２５５／Ｄ１
ａｖｅすなわち前記したゲイン値を乗じた値Ｄ１ｃすなわちＤ１ｃ＝Ｄ１×（２５５／Ｄ
１ａｖｅ）を注目画素の濃度とする。
【００１８】
画像の全領域について前記の比較処理を行うために、第１画素から１画素ずつ順に右の画
素へと逐次同じ処理を行い、１ライン目が終了すれば、次のラインを同様に処理し、最後
すなわち最も右下の画素まで逐次同様の処理を繰り返す。図４には画像中央部に注目画素
がある場合の濃度変換の計算方法をしめす。ｎ×ｍの周辺領域を考えるとき、原稿から外
の部分については第１画素の場合と同様に、白レベルとして計算する。
【００１９】
以上の手順で処理を行った場合の、画像の濃度変換の過程を図２に示す。図２は簡単のた
め１次元で説明している。まず逐次処理して濃度が緩やかに変化する部分の画素ｎ１画素
を注目画素とするとき、注目画素ｎ１の濃度Ｄｎ１は周辺画素平均濃度とほぼ同程度の値
となる。このときＤｎ１は図形上限濃度より大きいのでＤｎ１にゲイン値を乗じた値を注
目画素の濃度として置き換える。濃度変化が一様で注目画素の濃度が周辺画素平均濃度と
ほぼ同じ程度の値をとるときは、注目画素の濃度は２５５に近い値となり、濃度変化を有
する下地部分は白データーに変換される。
【００２０】
次に注目画素ｎ２の濃度Ｄｎ２が緩やかに変化する極小値をとるとき、Ｄｎ２が図形上限
濃度より大きな値であればＤｎ２にゲイン値を乗じた値が注目画素ｎ２の濃度として置き
換えられる。このとき置き換えられた注目画素ｎ２の濃度Ｄｎ２ｃと白レベル２５５との
差△Ｄｎ２は、

となり、画素ｎ２の周辺平均濃度Ｄｎ２ａｖｅ注目画素の濃度Ｄｎ２との差は２５５／Ｄ
ｎ２ａｖｅ倍に拡大される。したがって注目画素ｎ２を二値化処理する場合において注目
画素が極小値をとる場合には、その画素は図形である確率が高いので、図形として下地か
ら分離しやすくなるのである。
【００２１】
３番目に濃度が急激に一様に変化する場合を考える。このときの注目画素ｎ３の濃度Ｄｎ
３は変化が一様であるので変化範囲の中央値に近い値となる。したがって周辺平均濃度に
近い値をとるので図形上限濃度より大きい値となり、ゲイン値を乗じた値Ｄｎ３ｃに置き
換えられ２５５に近い値をとる。すなわち下地と判定されやすい濃度になる。
【００２２】
４番目に濃度が急激に変化する場合に注目画素が極小値を取る場合を考える。この場合は
図２における画素ｎ４で説明する。画素ｎ４の濃度Ｄｎ４は周辺領域の濃度が急激に変化
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するため、一定領域の平均濃度をとった場合には、図形上限濃度より大きくなる確率が高
い。すなわちそのままの値Ｄｎ４が変換処理後の濃度Ｄｎ４ｃとして保存される確率が高
い。前記したように極小値をとる画素は図形である確率が高いので、この場合注目画素ｎ
４は図形と判定されやすくなる。
【００２３】
最後に注目画素ｎ５の濃度Ｄｎ５が下地濃度下限値Ｄｂｇより小さい場合はそのままの値
Ｄｎ５が注目画素の値となる。下地濃度下限値より小さい値をとる画素は圧倒的に図形で
ある確率が高く、この場合注目画素ｎ５は図形として判定されやすくなる。
【００２４】
図２の下図に以上説明した濃度変換処理を行ったあとの濃度変化を示す。図２に示す通り
白レベルに近い閾値で白黒の判定二値化を行うと、極小値をとる図形の各率の高い部分を
図形として判定し、濃度変化および濃淡の程度にかかわらず下地部分が下地として判定す
ることができる。したがって本発明にかかる二値化処理方法によれば、課題の下地と画像
の濃度が変化し濃度差の小さい画像であっても明瞭に下地部分と図形部分を分離した二値
画像を得ることができるのである。
【００２５】
また画像の濃度が濃い方の数値が大きい場合については、前記の一連の処理を行う前に、
全画素について各画素の濃度の値と設定された濃度範囲の最大値との差を求め、これをそ
の画素の濃度とする。すなわち各画素の濃度データーの補数をとることにより濃度が薄い
方の数値が大きくなるように濃度の値を変換することができるのである。このあと前記し
た一連の処理を行うことによって、画像濃度が濃い方の値が大きい場合においても同様の
に、明瞭に図形を抽出した二値画像を得ることができる。
【００２６】
次に処理速度を速めるために、隣接する画素集合した仮想画素を考える。図８は隣接する
４画素を一つの単位画素として処理を高速化する場合の説明である。隣接する画素の２個
または４個を集合して一つの単位画素すなわち仮想集合画素として考えて、周辺の一定領
域の平均濃度を計算する。平均濃度の計算方法は前記したように、対象画素の濃度が下地
下限濃度より小さければ、下地下限濃度と同じとして計算することはいうまでもない。仮
想集合画素の各画素について、前記計算した周辺平均濃度と比較処理を行うことにより、
隣接する２個の画素を仮想集合画素とした場合には、周辺平均濃度の計算は４分の１にな
り、同様に隣接する４個の画素を仮想集合画素とした場合には、周辺平均濃度の計算は１
６分の１になるので、処理速度を早くすることができる。
【００２７】
【発明の効果】
以上説明したように、読み取られた画像の全画素について、１つの注目画素の濃度が一定
レベル以下すなわち十分図形を構成する確率の高い黒レベルであるか、またはその注目画
素の濃度とその周辺領域の画素の平均濃度との差を比較して一定以上の濃度差をもって周
辺画素よりも黒レベルに近いときはその注目画素が図形を構成する画素である確率が高い
としてその濃度を保存し、注目画素の濃度と周辺領域の画素の平均濃度との差が一定の濃
度差以下か、より白レベルに近い場合はその注目画素は下地を構成する確率が高いとして
、その濃度に白レベルに近づく一定の比率を掛けて保存する処理を行い、閾値と比較して
濃度が濃い場合は黒と、濃度が薄い場合は白と判定する二値化処理を行うことにより、下
地の濃度が変化する原稿であっても、下地と図形との濃度差が小さい原稿であっても、自
動的に図形を抽出し明瞭な図形を表示した二値画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の処理の流れを示すフローチャート
【図２】本発明による画像の濃度変換過程の例を示す図
【図３】本発明の実施例のブロック図
【図４】周辺領域の平均濃度の計算方法１を示す図
【図５】周辺領域の平均濃度の計算方法２を示す図
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【図６】下地と図形の濃度差による単純二値化の結果の説明図
【図７】ディザパターンの例を示す図
【図８】隣接する４画素を一つの単位画素として処理を高速化する場合の説明図
【符号の説明】
１　原稿
２　レンズ
３　ＣＣＤ
４　ＡＤ変換器
５　マイクロプロセッサー
６　ＲＡＭ
７　ＲＯＭ
８　インターフェイス
９　ランプ
１０　ＰＣ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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